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Abstract: The technical environment to continuously record the data has been improved, however 

there are not various ways to share memories of our journeys with a lot of pictures taken. In this 

paper, we propose a trip summarization tool MAPIC. MAPIC can visualize our journey data as 

motion pictures, using photos taken while travel, location information and map. In particular, this 

paper deals with the development how MAPIC uses a map in a video, combining space 

information with photos. In addition, we consider an algorithm method, which can automatically 

select photos from many ones. With Image analysis technology, MAPIC can summarize our 

journey memories better and easier. 

Keywords: 旅行（Trip） , 写真（Picture） , 動画化（Movie / Animation） , サマライズ

（Summarize） 

 

1. はじめに 

	
 近年,	
 デジタルカメラやスマートフォンなど

の小型デバイスの普及に伴い,	
 私たちが撮影す

る写真枚数は増大している.	
 野中ら(2007)によ

ると,	
 撮影した写真をただ保存しておくのみで

積極的に利活用しない「死蔵」される写真も同じ

く増大しており，その原因は利活用に適した写真

選択に手間がかかるためと述べられている.	
 写

真の効果的な利活用のためにも,	
 膨大な写真か

ら目的に合致したものを選び出す手段の構築は

大変重要な課題である.	
 	
 

	
 クラウドストレージサービスに代表される既

存の画像管理サービスは多く提供されているが，

あくまでもデータ管理・整理を目的として写真や

動画がアルバムなどのコンテンツとして生成さ

れるため，利用者の特定の意図や目的に沿って画

像を分類・選択するものではない．	
 

	
 筆者ら(2015)が過去に提案した旅行写真と位

置情報を用いた動画作成・共有ツール MAPIC にお

いても膨大な数の画像から手動で 10 枚の画像を

選択する手順が課題となっていた．ユーザの目的

に合うような旅行写真を自動選択する手法の開

発が必要であった．	
 

	
 本論文では，旅行者が旅行中に撮影した膨大な

画像からMAPICを介して共有したい画像を自動的

に選択するための手法を検討した．具体的には，

予め設定した5パターンの分類に対して被験者に

実際に 10 枚の画像を選択してもらい，選択され
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た画像の特徴から各分類の画像選択に必要な条

件・パラメータを検討した.	
 	
 

 

2. 旅行動画作成・共有ツール MAPIC の概要 

2.1 機能の概要と課題 

	
 MAPIC は旅行中に撮影された特徴的な画像 10

枚から1分間の動画を作成するオンラインツール

である．	
 

	
 

図-1	
 MAPIC：システムの概要 

	
 

撮影された画像に紐づけられた時空間情報をも

とに地図上を移動しながら，各所で撮影された画

像を動画として提示する機能が特徴となってい

る．また，作成した動画の URL を SNS 等で共有す

ることで，家族や友人と旅行の記録を共有し楽し

むことができる仕組みとした．	
 

	
 

図-2	
 MAPIC：動画イメージ 

	
 

	
 一方で，旅行者が MAPIC を使用する際に選択す

る 10 枚の画像は予め旅行者自身が選別しアップ

ロードする仕組みとしていたため，動画作成に至

る前の段階で画像選別を行う負担が利用者に発

生していた．	
 

 

2.2. 画像自動選択に係る既存の研究とサービス 

	
 大量の写真から,	
 画像解析技術によって自動

的に取捨選択して整理してくれるサービスは富

士フィルムの Year	
 Album,	
 iPhone の iOS10,	
 

Google	
 Photo,	
 One	
 Drive など，既に多く存在す

る．MACPI との違いを表１にまとめたが，これら

のサービスはあくまでもデータ管理・整理を目的

として写真や動画が自動的に選択されてアルバ

ムなどのコンテンツが生成されるため，利用者の

特定の意図や目的に沿って画像を分類・選択する

ものではない．	
 

	
 一方MAPICは旅行を振り返る動画の作成ツール

であるため,	
 作成する目的,	
 また作成コンテン

ツを共有する範囲が家族や友人と不特定多数と

では,	
 利用者の選択する写真は異なると考えら

れる．即ち利用者が MAPIC を使って作成する動画

は，その作成目的を写真選択に反映した形で示す

ことが必要となる．	
 

	
 

表-1	
 既存の写真管理サービスと MAPIC の比較	
 

	
 

	
 

3. 旅行写真選択の調査 

	
 旅行中に撮影された多数の写真からMAPICで動

画化する 10 枚の画像を選択する際に，動画の作

成目的が変わることで，どの程度選択される画像

に違いが現れるかについて 10 名の被験者に対し

て調査を行った．	
 

3.1 調査の手順 

	
 被験者には1回の旅行期間中に撮影した写真を

提供してもらい,	
 まず，その写真の中から次の 5

つの目的(トピック)で動画を作成・共有すること

を想定し，それぞれに10枚ずつ選択してもらう．

なお，提供できない画像等は事前に除外してもら

うように依頼している．	
 

	
 ①自由選択：特に指示をせず任意に選択	
 



	
 ②家族・友人と共有：身近な人への共有	
 

	
 ③旅行先を推薦・宣伝：第三者への共有	
 

	
 ④食べ物：食事に関連するも	
 

	
 ⑤風景・建物：観光地の雰囲気を伝えるもの	
 

	
 次に，実際に選択した画像から MAPIC 動画を作

成し，それを見た印象をアンケートで回答しても

らうこととした．	
 

	
 

3.2 調査結果 

	
 10名の被験者に対して調査を実施し，合計1403

枚の旅行写真が集まった.	
 旅行の時期や期間，旅

行先は異なるが，国内旅行 648 枚(4 人),	
 国外旅

行が 755 枚(6 人)であった.	
 なお，Exif に位置情

報が含まれていた写真は合計610枚であった.	
 国

内旅行で撮影された写真より,	
 国外旅行で撮影

された写真のほとんどに位置情報が含まれてい

た.	
 

	
 各被験者が5つの項目で選択した画像の特徴を

得るため，	
 Google 社の Cloud	
 Vision	
 API を利用

して個々の画像に含まれるキーワードを抽出し

比較する．1 枚の写真につき最大 10 個までとして	
 

Cloud	
 Vision	
 API を用いてキーワードを抽出した

結果,	
 1354枚の写真から合計934種類のキーワー

ドが得られた．残る 49 枚の写真については,	
 写

真の容量が重くてエラー,	
 もしくはキーワード

が1つも得られなかった.	
 次に調査時に指定した

5 つの項目について,それぞれの項目で出現した

キーワードの特徴を分析・比較するため，次式で

定義したtfidf法を用いて各項目の特徴ベクトル

をまとめた．表 2 には 5 項目における特徴的なキ

ーワードを 20 件ずつ示した．	
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表-2 5 項目別の特徴的なキーワードの比較 
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3.3 調査結果の考察	
 

	
 項目別に異なるキーワードの出現率が高いと

いう事前の予想に反して meal・food・dish・sea・

vehicle など,	
 項目間に共通して出現するキーワ

ードが上位を占める結果となった．	
 

	
 詳細に見ると，項目②では,	
 食べ物に関するキ



ーワード dish・meal・food が上位 3 件に出現す

るのに対して,項目③では sea・vehicle・city な

どのキーワードが確認できる．また食べ物に関す

るキーワードが多い項目④とは対照的に，項目⑤

では食べ物に関するキーワードの代わりに風景

に関するキーワードが多い．	
 

	
 また5つの項目の特徴ベクトルから項目間の相

関関係を表3にまとめた.	
 項目間の類似関係につ

いて,	
 項目①と項目②と項目③の間では高い相

関がみられ,	
 中でも項目③と項目⑤が5つの項目

の中で一番高い相関がみられた．このことから

MAPIC で動画作成のために写真を選択する際,	
 旅

行を象徴する写真は共通して選択されるが,	
 動

画作成の目的によって一部の写真の傾向は変化

することがわかった.	
 具体的には項目②では、項

目④の食べ物よりも項目⑤の風景・建築の写真が

優先される傾向があり、項目③ではその傾向がさ

らに大きくなることがわかる.	
 	
 

	
 つまり旅行写真からMAPICで自動写真選択機能

を構築するためには,	
 全項目に共通するキーワ

ードをもちろんだが,	
 各項目における一部の特

徴的なキーワードまでも考慮する必要があると

言える.	
 

	
 

表-3 5 項目別の相関関係 
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4 おわりに 

 旅行記作成・共有ツール MAPIC における自動写

真選択の機能を構築するために,	
 任意選択の1つ

の旅行写真から「①自由選択」,	
 「②家族・友人

と共有」,	
 「③旅行先を推薦・宣伝」,	
 「④食べ

物」,	
 「⑤風景・建物」の 5 つの項目別に 10 枚

ずつ写真を選んでもらう調査を行い、Google 社の

Cloud	
 Vision	
 API を利用して個々の画像に含まれ

るキーワードを抽出し比較した．	
 MAPIC でユーザ

が動画を作成する目的によって,	
 選択される写

真に特徴が見られることがわかった.	
 ユーザが

撮影した後,	
 死蔵させている写真の利活用を促

し,	
 本来死蔵していた写真自体も分析に有効活

用するために,	
 本調査の結果を用いてMAPICにお

ける自動写真選択機能を構築していきたい.	
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